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要旨
この文書は、2003年の資源評価グループ（SAG）会合で合意された最終トライアル仕様と試験手続きに基づき、ミナミマグロの管理手続きのうち、いくつか可能な候補（CMPs）のパフォーマンスを試験した結果の比較を示したものである。また、2003年のSAG会合で要請されたとおり、2004年4月のCCSBT管理手続きワークショップにおいて、委員会に提示するための最終的なルールを決定するため、最も良い全般的なパフォーマンスを示すと我々が判断した3つの意思決定ルールを選出した。
CMPsの比較と選択は下記の理由から非常に複雑である。（1）様々なパフォーマンス指標が考えられる。（2）チューニングのレベルと相対的なパフォーマンスが相互に作用する可能性がある。（3）「平均的な」パフォーマンスを最大限にすることと、リスクを最小限にすることの兼ね合い（即ち、本当に悪いパフォーマンスの確率を低くする）。（4）パフォーマンスにおける短期および長期のトレードオフ。（5）ルールのパフォーマンスの頑健性を検討する必要性。試験結果では、チューニング・レベルを高くした場合には、すべてのCMPsが同じようなパフォーマンスを示した。パフォーマンスに最も大きな差が現れる可能性が示されたのはチューニング・レベルが低くした場合であった。CMPsのパフォーマンスに相対的な差が見られたのは、チューニング・レベルを0.7から1.1に設定した場合であった。すべての候補を0.7に設定したルールでは、2022年から2032年の期間に産卵資源が50%以上の確率で削減し、さらに2002年から2022年の期間には30%削減するという結果となり、再建の可能性が少ない、あるいはまったくないことを示した。我々は評価と候補の選択に当たっては、委員会の長期的な目標は産卵資源の再建であることを念頭に置いて、チューニング・レベルを1.1に設定した。選択した3つのルールのパフォーマンスの主な違いは、短期的な漁獲量と長期的な漁獲量のトレードオフに見られた。産卵親魚資源のパフォーマンスにおいては3つとも比較的類似していた。
選択したCMPsのチューニング・レベルを1.1とし、3種類のTACの変更間隔（1年ごと、3年ごと、5年ごと）でのパフォーマンスを比較し、その結果も本文に示した。さらに、3年ごとのTAC変更に関しては、第1回目のTACの変更年を2006年に設定した場合と、2008年に設定した場合のパフォーマンスを比較した結果も示した。
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要旨
この文書は、CCSBT管理手続きワークショップ（2004年4月）の議題5と6（「取り扱い方法（メタルール）、評価及び特別な状況について」と「実施における問題及びその他検討事項」）のもとで、取り扱い方法（以下、メタルール）と実施の課題について科学的な議論を提供するものである。本文では、メタルールは例外的な状況に適用されるものと理解した上で、科学に直接関連するルールや課題を取り上げる。メタルールが必要となる状況については、資源についての知識の改善、試験された範囲外の評価結果、例外的な状況の明確な徴候、データの欠如もしくは意思決定ルールのコードを走らせることが不可能な状況など、別の分類のもとで議論する。メタルールは、それが使用される状況、そのような状況が適用するか否かの合意手続き、ならびにそのような状況が起きた場合の対応の性質を定義づける必要がある。各分類で必要となるメタルールの種類について考察した。場合によっては、メタルールの対応は単にオペレーティング・モデルの再条件化、および／もしくは意思決定ルール（あるいはMP）の再調整ということになるかもしれない。その他の場合には、より複雑な対応が必要となるかもしれない。  

実施にける問題については、主に意思決定ルールを走らせるために必要なデータおよびその他の入力に関連するもの、ならびに意思決定ルールのコードが作動しないことを避ける、もしくは作動しないことを最低限にするための安全手段に関連するものである。いかなる意思決定ルールにおいても、将来のTACの調整に用いる意思決定ルールで使用するデータの信頼性が最も重要となる。MPのパフォーマンスの評価は、提供されるデータの信頼性と一貫性を仮定としている。従って、MPの実施に関する重要な課題は、データ入力の信頼性と一貫性である。メカニズムや検証の種類は主として管理的な課題であるが、MPのパフォーマンスの科学的な助言は、この課題が適切に扱われていることを仮定としている。
